
あいちカーボンリサイクルビジョン〜カーボンリサイクルコンクリートの地産地消に向けて〜

• 愛知県内のCa源を中心に回収する
• 特に、現状廃棄物処理費が掛かっているものや、有効活

用されていない廃棄物・副生物を優先的に回収すること
で、処理に係る社会コストの低減や埋立量の減容も目
指す

Ca源の例：生コンスラッジ、焼却灰（一廃、製紙汚泥等）、
鉄鋼スラグ、生石灰乾燥剤

愛知県のCO2排出状況・CCU技術の位置付け
 2021年度の愛知県のCO2排出量は6,560万t-CO2/年であり、そのうち約53%を産業部門が占めることから、産業部門の革新的な

CO2排出量削減策が必要である。
 産業において、既存の手法（省エネ・電化・燃転）では削減困難な分野に対するCCU（Carbon Capture and Utilization）に

よるCO2排出量削減は有用である。

出所：*1 大成建設HP、『カーボンリサイクル・コンクリートを用いた根固めブロック』の現場実証を開始、https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2022/221212_9200.html
*2 経済産業省、「カーボンリサイクルロードマップ」CCUによるCO2削減量より算定

CCU技術における「カーボンリサイクルコンクリート」の位置付けと愛知県における目標
 カーボンリサイクルコンクリートは①水素の不使用、②CO2の長期固定、③カーボンリサイクル製品の中では相対的に技術的に成熟

していること、の３点においてメリット・優位性を有しており、化学品や燃料と並行して開発に資する技術である。
 愛知県においては、2050年でCO2にして最大約130万[t-CO2/年]*2に相当するカーボンリサイクルコンクリートの製造を目指す。

CO2

Ca源

CRコンクリートの地産地消及びサプライチェーンの好循環に向けたビジョン

• 愛知県内企業のCO2を中心に回収・調達する
• 既存の手法（省エネ・電化・燃転）では削減困難な排

出量の一削減方法となることを目指す
• コンクリートの普及を通じて「CO2調達需要」を創出し、地

域内のCO2分離・回収の開発の後押しをする

地産（原料） 地消（コンクリートの利用先）
• 導入初期は公共工事を中心に需要創出を行う
• 工事標準仕様等への反映を狙い、CRコンクリの「使用し

やすさ」、「信頼性」の向上を目指す
• 環境価値の評価・算定の枠組み、利用者への利益還元

等の仕組みを整備することで、適切な使用インセンティブ
を付与し、官民両面での需要創出を狙う

需給両面の好循環需給両面の好循環

• 地域内の原料調達~輸送~製造~利用による環境性向上
• ライフサイクル全体でのネガティブエミッションが目標

• 普及量、生産量の増加によるコスト低減
• 2040年までに既存コンクリートと同等の価格を目指す

*1

https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2022/221212_9200.html


県

2

導入量・
コスト目標

2050年2050年〜2040年〜2040年2028〜2030年2028〜2030年2024〜2027年2024〜2027年

国

県の
支援内容

CRロードマップ
最大

約1~2億t-CO2/年

CRロードマップ
最大

約1~2億t-CO2/年

カーボンリサイクルコンクリートの普及にむけたロードマップ

既存コンクリと同価格
道路ブロック等（30円/kg）

約130万t-CO2/年
（国目標から逆算）
約130万t-CO2/年

（国目標から逆算）

県内目標(最大)

★県支援事業の出口目標
1~3 t-CO2/日プラント 初号機建設
→約200~1,000 t-CO2/年

【価格】既存コンクリの約1.5倍
(コンクリ製品)

★製造量のスケール
5,000~ t-CO2/年
プラント×複数事業所

【価格】既存コンクリの
同価格(コンクリ製品)

スキーム
構築

初期導入先 市区町村選定初期導入先 市区町村選定
民間CRコンクリ利用希望者とのマッチング支援民間CRコンクリ利用希望者とのマッチング支援

CO2供給事業者 第1弾の募集・マッチングCO2供給事業者 第1弾の募集・マッチング
Ca源の広域的な確保Ca源の広域的な確保

公共工事での導入公共工事での導入

制度・規制

補助
スキーム

サプライチェーンにおけるコスト負担構造の分析サプライチェーンにおけるコスト負担構造の分析

県内モデルスキームの構築・実証県内モデルスキームの構築・実証

CRコンクリ実証導入・基準検討WGCRコンクリ実証導入・基準検討WG CRコンクリ使用実績の積み上げCRコンクリ使用実績の積み上げ
廃棄物該当性の検討廃棄物該当性の検討 国の標準仕様書への提言・反映国の標準仕様書への提言・反映

補助制度・スキームの検討補助制度・スキームの検討
CRコンクリ価格差支援CRコンクリ価格差支援

製造設備補助等製造設備補助等

外部環境
動向

普及拡大普及拡大需

給

需給（原料調達・使い先）
両面での体制確保

CRコンクリの「作りやすさ」
「使いやすさ」の環境整備

制度・規制

その他

GX-ETSの第2フェーズ（本格稼働）開始GX-ETSの第2フェーズ（本格稼働）開始

2024~2027年度支援の結果（ゴール）

有償オークション導入有償オークション導入

GX先行投資支援（カーボンリサイクル設備投資支援等）GX先行投資支援（カーボンリサイクル設備投資支援等）

GI基金事業（CO2排出量削減・固定量最大化コンクリート製造技術の開発）GI基金事業（CO2排出量削減・固定量最大化コンクリート製造技術の開発） 2030年

新たに用途拡大された製品につ
いて、既存製品と同等のコスト
（2040年以降）

革新的分離・回収技術の開発革新的分離・回収技術の開発

CO2分離・
回収コスト

約4,000〜6,000 円/t-CO₂約4,000〜6,000 円/t-CO₂ 約2,000 円/t-CO₂約2,000 円/t-CO₂ 1,000 円/t-CO₂以下1,000 円/t-CO₂以下
※CRロードマップより

開発支援制度／導入インセンティブ／革新的技術等動向の注視

2025年3月28日策定

※ プロジェクトの進捗や外部環境動向等を踏まえ、適宜見直すこととする。


